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　令和3年度当初予算は、2日に上程され予算説明の後、5日に審議の結果、原案通り可決されました。

３５億６，３５６万２千円（骨格予算）令和３年度
一般会計 当初予算

一 般 会 計 当 初 予 算 の 使 い 道
議会費

4,570 万円

衛生費
2 億 9,034 万円

商工費
9,133 万円

教育費
2 億 8,076 万円

予備費
1,020 万円

総務費
7 億 253 万円

労働費
160 万円

土木費
4 億 2,934 万円

災害復旧費
41 万円

民生費
8 億 4,251 万円

農林水産業費
1 億 8,595 万円

消防費
1 億 5,450 万円

公債費
5 億 2,833 万円

議員報酬、
議会報作成費、
議員研修費

清掃総務事業、
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業、
予防事業、
母子衛生事業、
リサイクル事業

観光振興事業
（観光協会補助金）、
商工振興事業
（商工会補助金）、
森林セラピー事業

上松小学校　管理・教
育振興事業、
上松中学校　管理・教
育振興事業、
公民館事業、
社会体育事業（ゆうゆ
うクラブ委託料）、
町民プール事業

庶務一般事業、
町有財産管理、
コミュニティ交通事業、
地域おこし協力隊事業

勤労者共済会負担金

道路施設修繕事業、
橋梁長寿命化修繕事業、
河川管理事業、
公共下水道事業、
町営住宅改良事業

公共土木施設
単独災害復旧
事業

社会福祉費総務事業
（社協補助金）、障が
い者自立支援事業、
老人福祉総務事業、
後期高齢者医療事業、
福祉医療事業

県営中山間地域総合
整備事業、中山間地
域農業直接支払事業、
農林業振興事業、
有害鳥獣駆除事業、
農業委員会事業

常備消防事業、
非常備消防事業、
消防施設事業、
防災対策事業

公債費償還事業

令和 3 年度　特別会計・公営企業会計当初予算
国民健康保険料特別会計 4億 2,674 万円
後期高齢者医療特別会計 7,546 万円
奨 学 金 特 別 会 計 565万円

水道事業会計
収益的収入 2億 3,010 万円 資本的収入 9,425 万円
収益的支出 2億 2,882 万円 資本的支出 1億 6,745 万円

下水道事業会計
収益的収入 1億 9,213 万円 資本的収入 4,926 万円
収益的支出 1億 9,039 万円 資本的支出 1億 0,944 万円

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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・防災対策事業	 847 万円
　Web 版洪水ハザードマップ作成業務、震度計移設業務
・地域おこし協力隊事業	 3,773 万円
　Web ページ制作委託料、地域プロジェクトマネージャー業務
　委託など
・移住・定住促進事業	 991 万円
　結婚新生活支援補助金、空き家片付・改修補助金、ＵＩＪターン
　移住支援補助金
・新型コロナウイルスワクチン予防接種事業	 2,764 万円
　医師謝金・予防接種委託料
・母子衛生事業	 582 万円
　子育て家庭支援事業給付費（祝い金・商品券）など

・橋梁長寿命化修繕事業	 9,331 万円
　修繕工事（長坂桟道橋他 4 橋）など
・社会体育事業	 2,540 万円
　小学校校庭駐車場整備など

一
般
会
計

歳
入

森
議
員　

財
政
調
整
基
金
は
コ

ロ
ナ
に
よ
る
町
民
、
事
業
者
へ

の
支
援
と
し
て
歳
出
の
見
込
み

を
立
て
て
い
る
か
。

Ａ　

一
般
財
源
で
あ
り
、
様
々

な
経
費
に
充
当
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
の
対
策
費
は
、
第
三
次
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
交
付
が

見
込
ま
れ
て
お
り
有
効
に
使
い

た
い
。

歳
出

山
村
議
員　
新
庁
舎
の
町
章
の
色

が
ぼ
や
け
て
見
え
る
が
よ
い
か
。

Ａ　

今
の
段
階
で
は
現
庁
舎
と

同
じ
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
あ
る
。

茂
澄
議
員　

①
新
庁
舎
が
使
い

勝
手
の
良
い
施
設
と
な
る
た
め

に
来
庁
者
や
職
員
か
ら
意
見
を

聴
く
体
制
は
あ
る
か
。
②
新
庁

舎
敷
地
内
に
電
気
自
動
車
の
充

電
設
備
は
あ
る
か
。

Ａ　

①
目
安
箱
等
か
ら
の
来
庁

者
の
意
見
や
職
員
か
ら
の
意
見

に
つ
い
て
は
庁
内
の
推
進
委
員

会
を
継
続
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。
②
補
助
金
が
な
く
、
で
き

な
か
っ
た
。
電
気
設
備
の
配
管

は
で
き
て
い
る
。　
　

鈴
木
議
員　

①
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
業
務
と
は
。

②
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
首
長
が
先
頭
に
立
ち
活
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
執
行
部
の
考
え
は
。
③
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
業
創
業
移
住
支
援

事
業
の
内
容
は
。

Ａ　

①
地
方
に
移
住
し
て
活
性

化
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
人
材

を
市
町
村
が
採
用
し
、
協
力
隊

員
と
地
域
住
民
の
方
等
の
橋
渡

し
的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う
。

②
実
施
に
向
け
て
協
議
し
て
い

る
段
階
で
あ
る
。
当
然
町
長
が

先
に
立
っ
て
と
い
う
気
持
ち
で

い
る
。
③
三
大
都
市
圏
か
ら
移

住
し
、
県
内
で
就
業
ま
た
は
創

業
し
よ
う
と
い
う
方
に
移
住
支

援
金
を
支
給
す
る
も
の
。

茂
澄
議
員　

新
庁
舎
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
屋
外
設
置
を
検
討
し
な
い
か
。

ま
た
、
設
置
場
所
の
一
覧
表
の

公
布
や
講
習
会
の
実
施
を
提
案

す
る
。

Ａ　

屋
内
設
置
が
現
状
。
当
直

者
が
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

設
置
す
る
な
ど
設
置
場
所
を
研

究
す
る
。

山
本
議
員　
①
新
庁
舎
内
八
十
二

銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
閉
庁
時
に
も
使

用
で
き
る
か
。
②
新
庁
舎
入
り

口
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ

な
し
の
柱
は
こ
の
ま
ま
か
。
③

ナ
ラ
枯
れ
に
対
し
て
、
予
防
対

策
は
し
て
い
る
か
。
④
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
駆
除
は
。

Ａ　

①
外
か
ら
入
っ
て
使
用
で

き
る
。
②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む
き

出
し
の
場
所
も
あ
る
が
、
他
の

と
こ
ろ
は
木
を
し
っ
か
り
使
っ

て
い
る
。

③
予
防
は
非
常
に
難
し
い
た
め
、

生
活
に
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
を

優
先
に
対
応
し
て
い
る
。
④
今

年
度
二
十
頭
ほ
ど
の
駆
除
の
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

村
上
議
員　

北
上
条
に
マ
ス
ク

工
場
が
で
き
る
と
報
道
さ
れ
た

が
、
町
が
誘
致
し
た
の
か
。
操

業
に
あ
た
っ
て
は
諸
税
の
免
除

等
の
方
針
は
あ
る
か
。

Ａ　

町
が
誘
致
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
企
業
振
興
条
例
に
沿
っ

て
税
の
免
除
な
ど
が
あ
る
。

水
澤
議
員　

観
光
ト
イ
レ
の
整

備
計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。
い

つ
実
施
予
定
か
。

Ａ　

策
定
中
の
総
合
戦
略
に

沿
っ
て
国
の
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
申
請
し
、
最
短
で
も

来
年
度
、
遅
れ
る
可
能
性
も
あ

る
が
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

森
議
員　

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化

計
画
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
い
て
計
画
（
新
年
度
）、

予
算
化
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

今
、
総
合
戦
略
か
ら
計
画
、

実
施
計
画
、
予
算
化
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

鈴
木
議
員　

小
学
校
校
庭
駐
車

場
整
備
の
詳
細
は
。

Ａ　

小
学
校
校
庭
南
側
に
約

十
二
台
分
の
駐
車
場
、
フ
ェ
ン

ス
を
整
備
す
る
。

水
澤
議
員　

①
小
学
校
の
特
別

支
援
学
級
は
増
え
て
い
る
か
②

小
学
校
校
庭
を
住
民
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
に
で
き
な
い
か
。

Ａ　
①
陳
情
が
実
り
、
通
級
教
室

の
サ
テ
ラ
イ
ト
が
増
え
た
。
②

有
効
な
場
所
な
の
で
検
討
し
た

い
。
子
ど
も
の
集
う
場
所
に
つ

い
て
は
課
題
。
し
っ
か
り
取
り

組
み
た
い
。

山
本
議
員　

新
田
墓
地
の
枯
れ

た
枝
垂
桜
の
伐
採
は
何
本
か
。

Ａ　

一
本
で
あ
る
。
足
場
を
組

む
た
め
割
高
と
な
っ
て
い
る
。

森
議
員　

①
政
策
的
予
算
の
概

算
は
。
②
コ
ロ
ナ
対
策
町
独
自

の
支
援
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　

①
町
長
選
を
控
え
た
今
の

段
階
で
は
答
え
ら
れ
な
い
。
②

明
確
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

鎌
倉
議
員　

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
け
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
と
は
。

Ａ　
住
民
福
祉
、
教
育
委
員
会
で

今
や
っ
て
い
る
支
援
を
統
合
し
、

全
て
の
上
松
の
親
子
を
出
生
か

ら
十
八
歳
ま
で
支
援
す
る
。　

主
な
質
疑
応
答

令和 3 年度の主な事業

小学校校庭の駐車場整備予定地長寿命化を図る長坂桟道橋

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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令和２年度 一般・特別・公営事業会計補正予算
一般会計（第９号）　　　補正額　△２９７万円　　　総額　５９憶５，６６９万円
　主な歳入
　　町民税（法人税　固定資産税）	 １，１００万円
　　国庫支出金	 新型コロナウイルス感染症対応　地方創生臨時給付金	 ５７１万円
　　繰入金	 上松町役場庁舎建設整備基金	 △１，４００万円
　　町債	 防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債	 ３３０万円
　主な歳出
　　総務費	 森林環境整備基金事業（積立金）	 １，４３９万円
　　土木費	 橋梁長寿分化修繕事業	 １，７４０万円
　その他の主な補正
	 ふるさと納税寄付額増による返礼品代	 １９２万円
	 福祉医療事業（見込み減による）	 △１５０万円
	 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業	 ２５７万円
	 町営住宅改良事業	 ３６２万円
	 防災行政無線管理事業（事業完了による）	 △２３５万円
	 上松小学校特別支援教室パソコン購入	 ３１万円

国民健康保険特別会計　（第４号）　	 補正額	 △１８万円	 総額	３億７，１８８万円

後期高齢者医療費特別会計　（第１号）	 補正額	 △１１万円	 総額	 ７，６６０万円

奨学金特別会計　（第１号）	 補正額	 ６１万円	 総額	 ７０５万円

水道事業会計　（第４号）
　収益的収入	 	 補正額	 △４６２万円	 総額	 ２億２，９３０万円
　収益的支出	 	 補正額	 △３７６万円	 総額	 ２億２，７２１万円
　資本的収入	 	 補正額	 △２，２０４万円	 総額	 ３，９５６万円
　資本的支出	 	 補正額	 △２，３３１万円	 総額	 １憶３，８４５万円

下水道事業会計（第４号）
　収益的収入	 	 補正額	 △６８７万円	 総額	 １億９，２９１万円
　収益的支出	 	 補正額	 △６７３万円	 総額	 １億９，１３３万円
　資本的収入	 	 補正額	 １，２６３万円	 総額	 ６，７８７万円
　資本的支出	 	 補正額	 ９３２万円	 総額	 １億３，２３３万円

一
般
会
計
（
第
九
号
）

鈴
木
議
員　
ふ
る
さ
と
納

税
寄
付
金
増
の
内
容
は
。

Ａ

　ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
セ

ー
ル
ス
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
出
来

た
こ
と
や
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
の
木
工
製
品
の

返
礼
品
の
種
類
を
増
や
し

た
事
等
が
成
果
と
し
て
寄

付
金
増
に
繋
が
っ
た
。
地

域
の
食
材
と
合
わ
せ
て
今

後
も
継
続
に
力
を
入
れ
て

い
く
。

森
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
各
世
帯
、
事
業
者
へ
の

町
単
独
の
救
済
策
は
十
分

か
。

Ａ　

現
在
、
国
の
交
付
金

を
優
先
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
対
策
に
は
、
感
染
症
対

策
と
経
済
対
策
が
あ
る
事

も
認
識
し
て
い
る
。
現
状

を
踏
ま
え
つ
つ
新
年
度
に

向
け
て
継
続
的
に
支
援
を

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
で

は
高
校
卒
業
す
る
皆
さ
ん

に
一
律
三
万
円
を
支
援
し

て
い
く
。

山
村
議
員　
支
給
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
い
つ
か
。

Ａ　

今
年
度
内
に
実
施
す

る
。

山
本
議
員　
出
産
祝
い
金

事
業
減
の
内
容
は
何
か
。

Ａ　

出
生
数
減
少
に
よ
る
。

山
本
議
員　
人
口
増
は
町

づ
く
り
の
大
事
な
部
分
と

考
え
る
。
出
生
増
と
共
に

若
者
の
就
労
定
住
で
き
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

人
口
増
へ
向
け
て
、

子
育
て
し
易
い
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
。

村
上
議
員　
寺
子
屋
食
堂

の
運
営
状
況
は
。

Ａ　

地
域
か
ら
の
食
材
無

料
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
協
力
を
頂
き
な

が
ら
一
食
二
百
円
で
提
供

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

一
時
中
断
し
て
い
た
が
先

月
よ
り
再
開
し
た
。

村
上
議
員　
利
用
者
の
制

限
は
あ
る
か
。

Ａ　

誰
で
も
利
用
で
き
る
。

料
理
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
方

式
な
の
で
、
家
庭
内
で
孤

食
改
善
や
団
ら
ん
の
場
の

共
有
等
の
報
告
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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一

　般

　質

　問
︵
本
文
は
問
答
も
含
め
質
問
者
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
す
︒︶

Ｑ　
町
長
が
謳
う
福
祉
と
観
光
の

町
の
一
番
の
要
は
社
会
福
祉
協
議

会
と
上
松
町
観
光
協
会
で
あ
る
。

　
観
光
協
会
に
は
法
人
格
と
な
っ

て
か
ら
も
毎
年
多
く
の
税
金
が
投

入
さ
れ
て
い
る
。
社
会
福
祉
協
議

会
に
つ
い
て
も
今
後
町
か
ら
の
補

助
金
が
必
要
と
な
る
事
は
目
に
見

え
て
い
る
。
特
に
居
宅
介
護
が
赤

字
と
聞
い
て
い
る
が
今
後
の
対
策

は
。

Ａ　
社
協
の
赤
字
は
訪
問
介
護
で

現
時
点
で
黒
字
に
な
る
見
込
み
は

な
い
が
、
介
護
保
険
事
業
全
般
で

見
る
と
当
面
大
き
な
問
題
は
な
い
。

但
し
こ
の
事
業
は
大
切
な
事
業
な

の
で
行
政
と
し
て
は
赤
字
で
も
面

倒
を
見
て
い
く
。

Ｑ　
町
長
が
謳
う
福
祉
と
観
光
の

ト
ッ
プ
を
一
人
の
人
に
兼
務
さ
せ

て
い
る
弊
害
が
要
因
で
は
な
い
か
。

Ａ　
各
協
会
の
組
織
の
役
員
会
で

選
ん
で
い
る
。
も
っ
と
良
い
意
見

が
有
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

Ｑ　
現
状
は
ど
ち
ら
も
素
人
で
専

門
で
は
な
い
、
専
門
分
野
の
専
門

家
を
誘
致
し
行
う
必
要
が
あ
る
。

Ａ　
御
嶽
噴
火
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
難
し
い
経
営
を
さ
れ
て
い
る
。

現
在
役
員
の
中
よ
り
そ
う
し
た
意

見
は
聞
か
れ
な
い
の
で
現
状
で
い

き
た
い
。

Ｑ　
次
に
町
長
が
謳
う
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

大
桑
村
は
大
き
な
ス
ー
パ
ー
等
大

型
店
の
誘
致
を
行
い
買
い
物
が
完

結
す
る
町
を
造
っ
て
い
る
。
私
の

周
り
で
も
多
く
の
免
許
返
納
者
が

出
て
い
る
。
買
い
物
の
手
段
は
週

一
回
の
移
動
購
買
車
だ
け
、
足
が

悪
い
と
バ
ス
の
利
用
も
出
来
な
い
。

町
に
金
融
機
関
が
無
く
な
り
タ
ク

シ
ー
は
十
一
時
ま
で
。
こ
ん
な
町

に
住
み
た
い
と
思
う
か
。
人
口
が

増
え
る
と
思
う
か
。

Ａ　
我
々
行
政
だ
け
で
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

行
政
の
責
任
を
問
う
だ
け
で
な
く

議
員
、
町
民
の
人
達
も
一
緒
に
な

り
考
え
て
く
れ
る
事
を
お
願
い
す

る
。

Ｑ　
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と

皆
は
つ
い
て
い
け
な
い
と
思
う
が
。

Ａ　
そ
れ
が
次
の
総
合
計
画
だ
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
説
明
を
願
う
。

Ａ　
場
所
は
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

で
六
十
五
才
以
上
の
方
か
ら
四
月

下
旬
よ
り
進
め
る
。

Ｑ　
接
種
場
所
ま
で
行
け
な
い
人

は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
町
に
て
送
迎
を
す
る
。

Ｑ　
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
余
っ

た
ワ
ク
チ
ン
の
使
い
道
は
。

Ａ　
ま
だ
考
え
て
い
な
い
。

今の上松町に住みたいと思うか。
答 まちづくりは行政だけではない。議員・住民も一緒に考えて
山本勝己　議員

Ｑ　
新
田
墓
地
の
多
く
は
町
が
管
理

し
、
墓
地
が
必
要
な
人
に
永
代
使
用

料
と
し
て
有
料
で
墓
を
置
く
権
利
を

与
え
て
い
る
事
に
間
違
い
は
な
い
か
。

Ａ　
そ
の
通
り
。

Ｑ　
以
前
新
田
墓
地
の
台
帳
と
図
面

を
作
っ
た
様
だ
が
、
数
年
が
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
平
成
二
十
三
年
に
現
地
調
査
を

行
い
、
七
七
一
基
の
墓
地
を
調
査

し
、
台
帳
と
図
面
の
整
備
を
行
っ
た
。

一
二
七
基
の
使
用
者
不
明
の
墓
地
が

あ
る
。
そ
の
後
調
査
は
進
ん
で
い
な

い
。

Ｑ　
持
ち
主
が
不
明
の
墓
地
の
取
り

扱
い
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
平
成
十
二
年
に
厚
生
労
働
省
が

墓
地
管
理
経
営
・
管
理
指
針
を
作
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
墓
地
の

性
格
上
、
永
続
性
、
非
営
利
性
を
求

め
る
こ
と
で
、
管
理
経
営
の
主
体
は

市
町
村
の
公
共
団
体
が
原
則
で
、
こ

れ
に
よ
り
が
た
い
場
合
は
宗
教
法
人

ま
た
は
公
益
法
人
に
限
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
町
が
経
営
主
体
と
み
な

さ
れ
る
場
合
は
立
木
の
伐
採
、
土
砂

崩
れ
等
の
復
旧
は
町
が
行
い
、
民
有

地
と
の
境
界
線
も
明
確
に
す
る
責
任

も
あ
る
。
古
い
墓
地
の
場
合
等
所
有

者
が
判
明
し
て
い
な
い
墓
地
は
調
査

を
進
め
て
い
く
。

Ｑ　
継
承
者
が
不
明
な
墓
地
の
雑
木

の
伐
採
は
町
へ
依
頼
す
れ
ば
良
い
の

か
。

Ａ　
鳥
獣
害
の
関
係
や
倒
木
の
お
そ

れ
の
あ
る
木
の
伐
採
は
行
っ
て
き
た
。

Ｑ　
所
有
者
の
分
か
ら
な
い
墓
地
の

遺
骨
を
納
骨
す
る
所
と
し
て
、
公
営

の
永
代
供
養
墓
の
設
置
を
考
え
な
い

か
。

Ａ　
宗
教
上
の
問
題
や
所
有
者
が
い

な
い
墓
地
を
勝
手
に
や
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
寺
院
や
他
で
や
っ
て
い
る

こ
と
を
研
究
し
た
い
。

Ｑ　
町
で
行
っ
て
い
る
各
種
会
議
、

議
会
、
教
育
委
員
会
、
農
業
委
員
会

な
ど
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
、

リ
モ
ー
ト
会
議
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
導

入
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

Ａ　

庁
舎
、
町
の
関
係
は
国
や
県
、

広
域
が
整
備
し
た
シ
ス
テ
ム
で
の
町

村
間
の
会
議
に
は
参
加
を
し
て
い
る
。

町
が
主
催
す
る
会
議
で
は
延
期
を

行
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
一
般

の
会
議
ま
で
広
げ
る
か
は
ラ
イ
セ
ン

ス
や
機
械
の
事
も
あ
り
、
積
極
的
に

使
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
こ
れ
か
ら
も
考
え
な
い
か
。

Ａ　
必
要
性
と
現
在
ど
の
程
度
要
望

が
あ
る
か
を
考
慮
し
、
世
の
中
の
流

れ
で
当
然
そ
う
な
る
時
が
来
た
ら
対

応
し
て
い
く
。

新田墓地に公営の永代供養施設を考えないか
答 所有者不明の墓地を勝手に処理できない
鈴木紀夫　議員

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
か
ら

一
年
が
経
過
し
宿
泊
・
飲
食
産
業

と
連
動
し
町
内
事
業
者
と
町
民
が

経
済
面
、
生
活
面
で
大
変
な
苦
境

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
景
気
回
復
に

繋
が
る
財
政
調
整
基
金
に
よ
る

二
億
円
規
模
の
財
政
発
動
を
す
べ

き
で
あ
り
、
二
点
を
提
案
す
る
。

①
一
人
二
万
円
の
定
額
給
付
金
に

相
当
す
る
町
商
品
券
の
配
布

②
小
中
学
校
・
養
護
学
校
児
童
生

徒
の
保
護
者
へ
の
給
食
費
等
の
公

費
負
担
及
び
高
校
生
徒
の
保
護
者

へ
の
通
学
交
通
費
の
公
費
負
担

Ａ　
①
町
の
状
況
は
国
交
付
金
で

対
応
で
き
て
お
り
財
政
調
整
基
金

に
よ
る
財
政
発
動
は
見
送
っ
て
き

た
が
、
提
案
の
考
え
は
同
じ
と
し

て
第
四
波
に
備
え
検
討
し
て
い
く
。

②
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
給

食
費
ほ
か
及
び
交
通
費
の
公
費
負

担
を
積
極
的
に
考
え
て
い
く
。

Ｑ　
国
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
死
者
数

が
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
中

同
意
の
医
療
従
事
者
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
先
行
開
始
さ
れ
た
。
前
例

の
な
い
集
団
接
種
で
あ
り
か
つ
ワ

ク
チ
ン
の
絶
対
の
安
全
性
は
保
証

さ
れ
て
い
な
い
。
上
松
町
で
は
医

師
・
看
護
師
の
要
員
も
限
ら
れ
る

こ
と
か
ら
長
丁
場
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
日
程
が
必
然
と
考
え
、
こ
れ
に

鑑
み
三
点
質
問
す
る
。

①
町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
情
報

や
問
合
せ
体
制
に
つ
い
て
、
い
つ

ど
の
よ
う
に
発
信
す
る
の
か
。

②
接
種
直
後
の
副
反
応
と
接
種
後

の
経
過
観
察
は
、
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

③
ワ
ク
チ
ン
接
種
従
事
者
の
ス
ト

レ
ス
解
消
策
と
し
て
支
援
・
応
援

体
制
の
他
に
休
暇
取
得
や
在
宅
勤

務
、
残
業
代
や
特
別
手
当
な
ど
の

措
置
は
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
①
三
月
内
に
広
報
誌

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

発
信
す
る
。

②
帰
宅
後
の
副
反
応
は
町

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
る
。

③
職
員
の
休
日
出
勤
、
超

過
勤
務
、
差
別
防
止
に
配

慮
し
健
康
状
態
を
見
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

コロナ禍、２億円規模の緊急経済対策を求む
答 コロナ第４波を見極め前向き積極的に検討する
森　茂雄　議員

コロナ前後の上松町滞在人口の変化

新型コロナウイルス統計データ

一

　般

　質

　問
︵
本
文
は
問
答
も
含
め
質
問
者
の
執
筆
に
よ
る
も
の
で
す
︒︶

累計死者数
（２月末）

ワクチン接種
（２/17）

米国 約 51万人 約 1400万人
日本 7,897 人 医療従事者 175人

0 200 400 600 800

令和元年
800人

128人
令和２年

5月休日14時（月間平均値）

271 143

80 48

134 69 4842

愛
知

東
京

岐
阜

大
阪

埼
玉

山
梨

神
奈
川

Ｑ　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
よ
り
遠
距
離
介
護
に
影
響
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
上
松
町

総
合
戦
略
、
定
住
促
進
の
重
点
戦

略
一
の
施
策
﹁
買
い
物
な
ど
生
活

の
足
の
支
援
﹂
及
び
、
重
点
戦
略

三
の
施
策
﹁
高
齢
者
福
祉
対
策
﹂

の
主
な
事
業
内
容
の
進
捗
状
況
、

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
、
タ
ク
シ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
外
出
支
援
、
ヘ
ル
パ
ー

の
買
い
物
代
行
、
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
生
活
の
足
の
支

援
に
努
め
て
い
る
。
運
動
教
室
や

健
康
教
室
、
地
区
サ
ロ
ン
で
認
知

症
予
防
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
、
男
性
の
参
加

者
が
少
な
い
。
今
後
参
加
者
の
分

析
、
閉
じ
こ
も
り
な
ど
リ
ス
ク
の

高
い
方
へ
参
加
の
呼
び
か
け
な
ど

し
て
い
く
。

Ｑ　
木
曽
広
域
連
合
第
八
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
上
松
町

に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ

の
他
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

は
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
構

想
は
な
い
が
、
今
あ
る
資
源
を
活

用
し
て
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
現
状

の
サ
ー
ビ
ス
で
一
人
一
人
に
合
っ

た
形
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

Ｑ　
上
松
町
な
ら
で
は
の
認
知
症

の
方
た
ち
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
構
想
、
計
画
、
課
題
を

伺
う
。

Ａ　
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
状

況
。
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
介
護
の
担
い
手
不
足
に
つ
い

て
行
っ
て
い
る
対
策
、
実
績
、
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
木
曽
広
域
連
合
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
初
任
者
研
修
を
実
施
、
令
和

二
年
十
四
人
の
う
ち
九
名
が
介
護

職
に
従
事
し
た
。
慢
性
的
な
介
護

職
不
足
に
対
し
て
木
曽
広
域
連
合

に
働
き
か
け
を
し
て
確
保
に
努
め

る
。

Ｑ　
福
祉
系
大
学
と
の
連
携
や
地

域
お
こ
し
協
力
隊
福
祉
部
の
創
設

に
よ
り
高
齢
者
支
援
の
充
実
や
社

会
基
盤
の
構
築
を
図
る
こ
と
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
地

域
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
る
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
雇

用
の
創
出
、
人
材
確
保
に
つ
い
て

移
住
定
住
促
進
と
も
リ
ン
ク
し
た

研
究
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

Ａ　
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
労
移
住
事

業
を
四
月
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

取
り
組
む
。
令
和
元
年
に
中
京
圏

の
大
学
生
が
当
町
で
職
業
体
験
し

た
。
介
護
に
興
味
の
あ
る
人
も
お

り
、
そ
の
芽
を
開
花
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
介
護
部
は
他
町
村
の
状

況
を
見
な
が
ら
前
向
き
に
考
え
た

い
。

コロナ禍で高齢者を支えるまちづくりの進捗は
答 介護予防を継続しつつ、課題に取り組む
水澤まどか　議員

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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条例制定及び改正等の議決結果
専決処分 上松町情報公開及び個人情報保護に関する条例の一部を改正する条例 承 認

条  例
上松町小規模・中小企業振興基本条例の制定について 可 決
上松町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可 決
上松町役場の位置を定める条例の一部を改正する条例について 可 決

指定管理 ねざめホテルの指定管理者の指定について 可 決
権利放棄 木曽広域連合ふるさと基金に係る出資金の権利一部放棄について 可 決

契  約 工事請負契約の変更について
　　（令和元年度～令和２年度債務負担 上松町庁舎建設工事） 可 決

補正予算

令和２年度上松町一般会計補正予算（第９号） 可 決
令和２年度上松町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 可 決
令和２年度上松町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 決
令和２年度上松町奨学金特別会計補正予算（第１号） 可 決
令和２年度上松町水道事業会計補正予算（第４号） 可 決
令和２年度上松町下水道事業会計補正予算（第４号） 可 決

当初予算

令和３年度上松町一般会計予算 可 決
令和３年度上松町国民健康保険特別会計予算 可 決
令和３年度上松町後期高齢者医療特別会計予算 可 決
令和３年度上松町奨学金特別会計予算 可 決
令和３年度上松町水道事業会計予算 可 決
令和３年度上松町下水道事業会計予算 可 決

陳  情 土木費予算の増額を求める陳情書
　　（令和２年 12 月上松町議会定例会からの継続審査） 不 採 択

①
上
松
町
情
報
公
開
及
び
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
［
改
正
理
由
］

　

情
報
公
開
請
求
に
係
る
通

知
書
式
の
不
備
を
整
備
す
る

た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

②
上
松
町
小
規
模
・
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

［
制
定
理
由
］

　

小
規
模
・
中
小
企
業
の
振

興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
し
、
町
内
及
び
地
域

経
済
の
活
性
化
並
び
に
地
域

社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
。

③
上
松
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

［
改
正
理
由
］

　

令
和
三
年
二
月
三
日
に
公

布
さ
れ
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、

令
和
三
年
二
月
十
三
日
に
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
上

松
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

④
上
松
町
役
場
の
位
置
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

［
改
正
理
由
］

　

新
庁
舎
新
築
移
転
に
伴
い

役
場
住
所
を
変
更
す
る
も
の
。

条
例
制
定
及
び
改
廃
の
説
明

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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編

集

後

記

　

上
松
町
で
は
十
年
後
に
目
指
す
姿
を

定
め
る
「
総
合
計
画
」
を
作
成
中
で

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
・
グ
ル
ー
プ
討
議
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
織
り
込
ん
で
、
素
案
が
出
来
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
上
松
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
ま
す
の
で
、
ど

し
ど
し
質
問
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
い

て
、
よ
り
良
い
計
画
に
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
は
、

国
が
ワ
ク
チ
ン
を
ど
の
程
度
確
保
で
き

る
の
か
、
い
つ
頃
か
ら
各
県
に
配
分
さ

れ
る
の
か
不
透
明
で
す
が
、
準
備
が
出

来
次
第
、
接
種
券
が
役
場
か
ら
郵
送
さ

れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
三
密
を
避
け
て
、

マ
ス
ク
の
着
用
や
、
手
の
消
毒
な
ど
今

ま
で
ど
お
り
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
取

り
な
が
ら
、
今
し
ば
ら
く
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

次
回
定
例
会
は
新
庁
舎
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
是
非
、
議
場
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
新
庁
舎
に
つ
い
て
お
気
づ
き

の
点
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん

で
使
い
や
す
い
庁
舎
に
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

（
茂
澄　

統
一
）

　

委
員
会
や
個
人
活
動
以
外
の
件

一
月

　

26
日　
長
野
県
地
方
自
治
政
策

課
題
研
修
会（
リ
モ
ー
ト
）

二
月

　

16
日　
上
松
町
議
会
全
員
協
議
会

三
月

　

２
日　
上
松
町
議
会
定
例
会

　

５
日　
上
松
町
議
会
定
例
会　

第
六
次
上
松
町
総
合
計
画

　

令
和
三
年
度
か
ら
令
和
十
二
年
度

ま
で
の
十
年
間
の
上
松
町
の
方
向
性

や
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
計
画
素
案

に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

上
松
町
総
合
戦
略

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」（
第
二
期
）
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
、
上
松
町
総
合
計
画
の

う
ち
優
先
的
・
重
点
的
に
取
り
組
む

施
策
に
つ
い
て
町
か
ら
説
明
を
受
け

た
。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
の
進
捗

状
況

　

現
在
策
定
中
の
災
害
時
に
「
事
後

対
応
」
の
繰
り
返
し
を
避
け
る
た
め

の
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

日
時　

三
月
五
日
（
金
）

内
容　

上
松
町
庁
舎
建
設
工
事

　
　
　
　
　
　
　

進
捗
状
況
の
視
察

上
松
町
庁
舎
建
設

特
別
委
員
会

中
間
報
告

議
会
活
動
報
告

全
員
協
議
会
の
報
告

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会報告
令和２年度２月定例会　２月１５日（月）
●議事

条　 例
松塩筑木曽老人福祉施設組合一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可　決
松塩筑木曽老人福祉施設組合老人デイサービスセンター条例の一部を改正する条例 可　決

財 産 の 無 償
貸 付 け に
つ い て

通所介護施設・ジョイフル岡田の財産を無償で貸付けるもの 可　決
通所介護施設・聖の財産を無償で貸付けるもの 可　決
通所介護施設・やまびこの財産を無償で貸付けるもの 可　決

当初予算 令和 3 年度松塩筑木曽老人福祉施設組合一般会計予算
　　（予算総額４２億５，０００万円） 可　決

補正予算 令和２年度松塩筑木曽老人福祉施設組合一般会計補正予算（第 2 号）
　　（補正額１，０００万円　補正後の額４８億３，０００万円） 可　決

報　 告 介護事故に係わる専決処分 5 件 ー

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り




